
所沢市の食品ロス削減に 
向けた取組み 

～住民・事業者との協働～ 
 

所沢市環境クリーン部資源循環推進課 

埼玉県所沢市 

・人口：３４．４万人（Ｈ３０．９月末現在） 

・面積：７２．１１ｋｍ 

・埼玉県南西部に位置 

・埼玉西武ライオンズの本拠地 



所沢市が食品ロス削減に取り組む背景 
～マチごとエコタウン所沢構想～ 

もったいないプロジェクト（リーディングプロジェクト） 
その重点事業の1つに「食品ロスゼロのまち促進事業」を設定 

 わが国では食料の大半を輸入に頼っていますが、その一方で食べられる食料が大量に廃棄されています。そのため、
まだ食べられる食品の廃棄ゼロに向け、店舗だけでなく学校給食においても食べ残しをなくす取り組みを推進します。 

 また、市民が必要以上に食品を買わない、捨てない取り組みを進めるために、飲食店には、食べきりサイズでの提供や
「ドギーバッグ」などでの食べ残しの持ち帰り、小売店には、包装を減らしたり、ばら売り・袋売りにしたりするなどの協力を
依頼し、食品ロスをなくすことによる、ごみの発生・排出抑制（リデュース）を促進します。 

【基本方針】 

「もったいないの
心」を大切に、ご
みの減量・資源化
に取組む 



事業者との協働 
～食品ロスゼロのまち協力店①～ 

所沢市内で、食品ロス削減に取り組む飲食店。現在２２９店舗。 

【登録要件】 

 ・持ち帰りサイズでの提供 

 ・食べ残しを減らすための案内 

 ・持ち帰り希望への対応 

 ・食べ残しを減らすための工夫 

 →１つ以上取り組んでいる飲食店を申請に基づき登録。 

・市ホームページで無料で紹介。 

  （駅エリア毎に分けて掲載） 

・啓発品の提供。 

登録いただいたら… 



事業者との協働 
～食品ロスゼロのまち協力店②～ 

【啓発ポスター】  

宴会シーズン等に掲示を依頼。 

【食べきり心得帳】  

宴会シーズン等に配布を依頼。 

【卓上ポップ】  

 



過剰除去（野菜の皮の厚むき等）等、生
ごみとして捨てられることの多い部分を
おいしく食べるための調理方法を紹介。 

レシピはプロの日本料理人が考案。 

【考案者】 

•日本料理かわ田 

•川田 正昭さん 

•日本料理一筋５０年。 

•時代劇「鬼平犯科帳」で料理指導を担
当 

•環境推進員として活動した実績がある
所沢市民。 

 

住民との協働 
～トコとん！！クッキング①～ 



住民との協働 
～トコとん！！クッキング②～ 

レシピをホームページで公開。 広報誌で特集。 



•一般市民に「食品ロス問題」を知ってもらい、食品ロス削減に向けた
行動をしてもらうことが大事。 

•事業者・住民の方と協働で、食品ロス削減に向けた取組みを行い、
市ホームページなどで紹介してはいるが… 

 

 

 

 

 

 

「未来のこどもたちに残したいマチ」実現のためにも、特に、 

若い世代に関心を持ってほしい。 

 

事業者・住民との協働による実践→一般市民へ 
～最近の問題提起～ 

あれ？ 

本当に、行政が発信する 

情報って届いているの？ 



【Facebook「恋してマチエコ」】 
・所沢市環境クリーン部で、 

エコに関する様々な情報を 

発信している。 

•食品ロスゼロのまち協力店 

 →食品ロスどうこうを一旦置いとき、 

  「外食の楽しみ」、 

  「おすすめのメニュー」等といった 

  一般的に関心が持たれる話題から 

  情報発信をしている。 

※「いいね！」をお願いします！ 
 

事業者・住民との協働による実践→一般市民へ 
～Facebookやっています①～ 



事業者・住民との協働による実践→一般市民へ 
～Facebookやっています②～ 



【YouTubeチャンネル】 
・将来なりたい職業第３位 

 （男子中学生） 

 “ユーチューバー” 

・ここまで若年層に浸透している 

 メディアなら、積極的に活用して 

 いこう。 

・経費は職員の人件費だけ！ 

 

※「チャンネル登録」をお願いしま
す！！ 
 

事業者・住民との協働による実践→一般市民へ 
～YouTubeやっています①～ 



事業者・住民との協働による実践→一般市民へ 
～YouTubeやっています②～ 



事業者・住民との協働による実践→一般市民へ 
～YouTubeやっています③～ 


